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○春から夏にかけて草刈りを行う時期は、

用水や川に刈草が流れています。 

 

○刈草が流れると、水路が詰まって下流

の農家の水利用に支障を来たすほか、

浅瀬や川べりに滞留してその上にごみ

が溜まる等、川を汚す原因の一つにも

なっています。 

◎用水や川に流れた刈草は、水の流れを

通じて富山湾に注ぎ込み、その一部が

海岸に漂着しています。 

 

◎海水に浸かった刈草は、腐敗し、悪臭

を放ちます。また、人力による回収作

業が困難なため、海岸付近にお住まい

の方は大変困っておられます。 

 

◎上流域にお住まいの皆さんには、下流

域や海岸の現状をご理解いただき、

『用水や川にできるだけ刈草を流さない』

よう、ご協力をお願いします。 
 
 

 

 

 

 

   

 

海岸に打ち上げられた大量の草や肥料袋等 

（射水市六渡寺海岸） 

浅瀬に滞留した草の上にごみが溜まる様子 

川に大量の刈草が流れる様子 

富山県・高岡市・砺波市・小矢部市・南砺市・射水市  

・富山県海岸漂着物対策推進協議会小矢部川流域部会  

 発行元：富山県環境政策課（TEL：076-444-9618） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 草刈りの方法(例)】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草刈りの時期には、おびただしい量の刈草が海岸に漂着しています。 

刈り取った草は、できるだけ用水や川に流さないようにしましょう。 
 

川では、刈草だけでなく、たくさんのごみが発見されています。これらのごみも、雨

や風等によって川から海に流され、一部が海岸に流れ着いています。 

ポイ捨てや不法投棄は犯罪ですので、絶対にやめましょう。 
 

 

 

水際

 【堤防での草刈り例】
 刈草が水面に飛び散らないよう、
 刃先の動かす方向を｢用水と平行｣
 にしましょう。

 刃先を｢用水と垂直｣に動かすと､ 
 刃先が水面に向かった際、草が
 水面に飛び散りやすくなります。

《法面での草刈り例》
 刃先を動かす方向を｢用水か
 ら堤防に上げる｣ように草刈
 りするよう心がけましょう。

刃先を｢堤防から用水に下　
ろす｣ように草刈りすると
草が水面に飛び散りやすく
なります。

堤防堤防法面

 《水際の草刈り例》　
　水際の草を少し残すことで
　刈草が流出しにくくなります。

 ホタルの
 生育環境
 の保全に
 もつなが
 ります

水際

堤防

【断面図】

《刈草の保管例》　
 刈草は水際からなるべく離して
 置きましょう。
 水際に放置すると、増水した
 場合、草が流出しやすくなり
 ます。

刈草

堤防
法面


